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国新観 業 誘りの ① 田画備海神促ラ東
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ビなな振促み定・ み神 推進大空③ド臨
ジ都ど興進 ▽ ②神 戸 進⑥橋港都 II 海
ネ市集▽ ▽ 新 産 戸 経 大及計市期部
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:姿三胃畠□門言贋整こ
•-ユ要をのッえる問人の

- 得各 卜‘°題が度
て商ヮ本こが働の
‘工 l所の 一く大

各会クはよ段場震
地 議 を 商うとを災
の所活工な深失に
企な用会 状刻うよ
業どし議況 化 な り
に の ‘所をし ど多

被
災
者
に
対
す
る
求
人
情
報
の

提
供
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

三
月
十
七
日
現
在
で

三
百
六
十

社
か
ら
約
千
四
百
十

一
人
の
求

人
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の

内
訳
は
市
内
の
本
所
会
員
が
百

社
、
大
阪
商
工
会
議
所
会
員
二

百―
―-
+
＝
社
、
そ
の
他
企
業
―
―

十
七
社
と
な
っ

て
い
る
。
本
所

で
は
寄
せ
ら
れ

た
情
報
を
一
＿一
月

二
十
二
日

に
開

催
し
た
就
職
面

接
会
（
参
加
企

業
四
十
三
社、

参
加
者
約
六
百

三
十
人
）
で
配

布
す
る
と
と
も

に
、
本
部
及
び

支
部
の
窓
口
に

お
い
て
配
布
し

て
い
る
。
（
閃

連
記
事
一二
頁
）

3月23日開催の就職面接会に約630人の求職者が訪れた

V
E
 K
O
B
E
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実施④復興に関する意見・

要望活動の実施⑤復興に向

けてー鹿丁業者結集大会の

開催⑥地区別復興会議の開

催⑦地元優先発注の促進⑧

雇用問題への取り組み⑨倒

産防止対策の推進

Il．経済復興を支える産業・

都市基盤の整備

①災害に強い港湾・鉄道・

道路など交通某盤及びライ

フラインの整備促進②WH

0神戸センターを核とする

＾ ＝ 
計 本年度予算額

般 会 計 921, 000, 000 
経営改善普及事業等特別会計 502,500,000 
特定退職金共済特別会計 82,700,000 
生命共済等特別会計 269,200,000 
会館運営特別会 言t 1. 270, 000. 000 
退職給与資金 粗 立金 特 別 会 計 354,100,000 
稽 立 金 特 別 会 言十 1, 111, 500, 000 
借入金等償還資金積立金特別会計 723,000,000 

合 計十 5,234,000,000 

平成7年度一般会計及び特別会計の予算規！雇位円）早部会①
期活・情議
復動委報 所復
旧 の 員 提 活旧

強会供動・
化 活活 の復
④動動 強興
本のの 化へ
所強強 向
会化化 け
館③ ② た
の支部 会

推
進
▽
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
ゾ
ー

ン
の
設
置
促
進
▽
外
資
系
企
業

・

領
事
館
・
国
際
機
関
誘
致
の
環

境
整
備
の
促
進
▽
国
際
会
議
の

誘
致
④
情
報
都
市
づ
く
り
の
推

進IV. 

各
地
会
議
H

か
ら
支
援
の

支
部
活
動
を
サ
ポ

堤
通
産
事
務
次
官
と
の
懇
談

昨
年
十
二
月
に
通
産
事
務
次

官
に
就
任
し
た
堤
富
男
氏
が
来

神
し
た
の
を
機
に
、
震
災
か
ら

の
経
済
復
興
を
テ
ー
マ
と
し
た

地
元
経
済
界
と
の
懇
談
会
が
去

る
三
月
九
日
、
神
戸
市
内
で
開

催
さ
れ
た
。

通
産
省
か
ら
は
、
堤
事
務
次

官
、
鈴
木
孝
男
中
小
企
業
庁
次

長
、
岩
田
満
泰
近
畿
通
産
局
長

を
は
じ
め
六
名
の
幹
部
が
、
地

元
経
済
界
か
ら
は
、
牧
会
頭
を

は
じ
め
本
所
副
会
頭
、
各
業
界

団
体
代
表
者
な
ど
二
十
八
名
が

出
席
し
た
。

阪
神
大
震
災
の
発
生
に
伴
っ

て
、
現
在
、
本
所
に
は
全
国
各

地
の
商
工
会
議
所
や
経
済
界
か

ら
物
心
両
面
に
わ
た
る
あ
た
た

か
い
支
援
や
お
見
舞
い
が
続
々

と
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
震
災
に
よ
っ
て

深
刻
な
披
害
を
受
け
た
中
小
企

業
の
営
業
再
開
に
向
け
て
の
相

談
が
急
増
し
て
い
る
中
、
近
隣

商
工
会
議
所
か
ら
職
員
の
応
援

派
遣
が
始
ま
っ
た
の
は
、
本
所

が
震
災
復
興
支
援
事
業
を
推
進

す
る
上
で
、
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
。ま

ず
、
一
＿＿
月
二
日
に
大
阪
商

工
会
議
所
か
ら
四
名
の
経
営
指

導
員
が
東
神
戸
支
部
、
中
央
支

部
に
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
さ
れ
た
の

を
皮
き
り
に
、
九
日
に
は
福
井

か
ら
二
名
が
西
神
戸
支
部
に
、

そ
し
て
、
十
三
日
に
は
京
都
か

地
元
経
済
界
側
か
ら
「
地
元

経
済
復
興
に
関
し
て
融
資
制
度

の
拡
大
や
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保

を
l

（
藤
本
芳
秀
日
本
ケ
ミ
カ

ル
シ
ュ

ー
ズ
工
業
組
合
理
事
長

・

八
馬
望
兵
庫
県
酒
造
組
合
連
合

会
会
長
）
、
「
共
同
仮
設
店
舗
の

建
設
補
助
制
度
創
設
や
商
業
基

盤
施
設
整
備
の
支
援
を
」
（
松

平
奈
良
男
神
戸
市
商
店
街
連
合

会
会
長
）
な
ど
の
支
援
策
を
求

め
る
声
が
相
次
い
だ
。

ま
た
、
被
災
し
た
地
元
大
手

製
造
業
の
立
場
か
ら
「
法
人
税
、

消
費
税
、
査
産
課
税
な
ど
の
税

ら
兵
庫
支
部
に
二
名
と
、
合
計

八
名
の
応
援
を
受
け
て
い
る
。

不
況
下
に
あ
っ
て
、
三
商
工

会
議
所
と
も
非
常
に
多
忙
な
中

を
や
り
く
り
し
て
派
遣
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
金
融

指
導
な
ど
の
指
導
業
務
に
長
け

た
ベ
テ
ラ
ン
の
経
営
指
導
員
ば

か
り
だ
。

現
在
、
本
所
の
各
支
部
は
、

国
民
金
融
公
庫
、
兵
庫
県
、
神

戸
市
の
災
害
貸
し
付
け
制
度
の

申
し
込
み
受
け
付
け
を
実
施
し

て
い
る
が
、
特
に
、
県

・
市
の

融
資
が
二
月
十
五
日
に
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
金
融
相
談
か
急
増

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
二
月

末
日
ま
で
に
延
べ
三
千
四
百
八

十
七
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た

が
、
そ
の
う
ち
約
七
五
％
に
相

当
す
る
二
千
六
百
二
十
六
件
が

金
融
関
係
の
相
談
で
あ
る
。

経
済
復
興
ヘ

め
て
支
援
を
要
望

◎
復
興
情
報
コ
ー
ナ
ー

◎
求
人
情
報

◎
商
工
会
議
所
の

P
L
保
険

◎
震
災
相
談

(
2
面）

(
3
面）

(
4
面）

(
5
面）

制
面
に
お
け
る
減
免
な
ど
優
遇

措
置
や
被
災
企
業
の
産
品
優
先

使
用
措
置

(
B
u
y
H
y
o

G
o
、
B
u
Y
K
O
B
E
運

動
の
促
進
）
並
び
に
復
旧
費
、

復
興
費
へ
の
補
助
金
の
支
給
を
」

と
の
要
望
の
他
、
「
急
ピ
ッ
チ

の
円
高
へ
の
適
切
な
対
応
を
」

（
亀
高
素
吉
神
戸
製
鋼
所
社
長
）

と
の
声
が
上
が
っ

た。

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し
て
、

堤
事
務
次
官
か
ら
は
、
「
国
の

財
政
が
最
も
厳
し
い
と
き
に
懸

命
の
努
力
で
作
っ
た
各
種
支
援

策
を
阪
神
地
域
に
集
中
的
に
か

つ
弾
力
的
に
運
用
し
、
通
産
省

と
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
の

で
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
支
援
策
を

色
々
組
み
合
わ
せ
て
使

っ
て
欲

し
い
。
今
日
項
い
た
要
望
を
持

ち
帰
り
、
地
元
経
済
復
興
の

た

め
実
現
を
図
る
方
向
で
動
き
た

い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

最
後
の
牧
会
頭
か
ら
「
通
産

省
が
窓
口
と
な
っ
て
、
地
元
経

済
界
の
要
望
実
現
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
」

旨
の
要
請
を
行

っ

こ。
ナ

,

．

,

'

,

 

こ
う
し
た
情
勢
か
ら
、
本
所

は
支
部
の
業
容
拡
大
が
必
要
と

判
断
、
本
部
か
ら
職
員
を
増
員

す
る
と
と
も
に
、
近
畿
商
工
会

議
所
連
合
会
に
経
営
指
導
員
の

応
援
派
遣
を
要
請
し
た
。
こ
れ

に
―-＿
商
工
会
議
所
が
呼
応
し
、

す
ぐ
さ
ま
今
回
の
派
遣
が
実
現

し
た
。各

支
部
で
は
応
援
派
遣
頂
い

た
八
名
の
経
営
指
導
員
に
、
窓

口
で
の
金
融
相
談
業
務
を
担
当

し
て
も
ら
い
、
本
所
の
経
営
括

導
員
は
市
内
の
各
事
業
所
を
直

接
訪
問
、
個
別
に
相
談
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
披
災
し
た

商
店
街
、
小
売
市
場
に
も
重
点

を
置
き
、
支
援
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

こ
の
他
、
富
山
商
工
会
議
所

な
ど
に
は
自
転
車
の
寄
贈
を
受

け
た
が
、
交
適
渋
滞
が
頻
繁
な

中
で
、
こ
れ
も
職
員
の
被
災
事

業
所
訪
問
、
連
絡
な
ど
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

'-''- ヽ

)̀ 
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0
来
年
度
新
卒
者
採
用
予
定
の

就
職
清
較
誌
を
無
料
作
成

束
年
度
新
卒
者
採
用
予
定
の

企
業
（
本
社
が
被
災
地
に
限
る）

の
就
職
情
報
「
就
職
応
援

B
o

o
k
郎
」
を
作
成
し
、
被
災
地

域
の
大
学
生
に
配
布
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
株
）
リ
ク

ル
ー
ト
神
戸
支
社

6
3
9
1
.
8
1
0
0
 

0
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ス
店
舗
の
提

供
「
う
ま
か
も
ん
九
州
ラ
ー
メ

ン
」
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
オ
ー

ナ
ー
希
望
者
に
対
し
て
コ
ン
テ

ナ
型
店
舗
に
内
装
設
備
一
式
を

そ
ろ
え
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

（
加
盟
金
、
食
材
保
証
金
免
除
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（株
）
う
ま

ぁ

ざ

ま

か
も
ん
安
座
間
氏

0
0
4
2
7
.4
3
.6
0
8
9
 

0
ハ
ン
ガ
ー
ラ

ッ
ク
の
捷
供

両
店
街
に
対
し
、
復
興
の
た

め
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ソ
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に
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ヽ
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ー
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神戸商工会議所本部（ポートアイランド）へお

越しの方へ

現在ボートライナーが運行されておりませんので本部（ボー

トアイランド）へお越しの方は、 JR三宮駅南側よりボート

ライナー代替バス、またはリムジンバスをご利用下さい。

なお、車線規制などのため、かなりの時間を要すること

がありますのでご注意下さい。

ク
百
台
と
ハ
ン
ガ

ー
ラ

ッ
ク
百

台
を
寄
贈

（
株
）
西
川
金
太
郎

代
表
取
締

役
社
長
西
川
和
恵
氏

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
所
中
小

企
業
振
興
部

6
3
0
3
.
5
8
1
0
 

0
販
売
用
ワ
ゴ
ン
の
貸
し
出
し

神
戸
地
区
、
簡
店
街
復
興
の

た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
販
売

用
ワ
ゴ
ン
が
入
り
用
の
際
は
無

償
で
貨
し
出
し
ま
す
の
で
商
店

街
単
位
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（期
間
・
一
催
事
二
週
間
以
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
株
）
大
洋

工

芸

復

興
対
策
室

6
3
3
3
.
8
5
3
0
 

0
シ
ス
テ
ム
復
旧

―
1
0
番

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ま
で
コ

ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
ン
ス
テ
ム

関
連

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
株
）

C

s
k
 

6
0
1
2
0
.8
8
.2
8
5
5
 

事業再建の ための PRや支援の情報をお

寄せ下さい。（採否に関しては編集部に

ご一 任 お 願いします）

神 戸 商工会議所経済情報センター

匹 303• 5812 FAX 303 • 2313 

震
災
関
係

海
外
引
き
合
い
情
報

O
D
T
P
プ
ロ
ユ
ー
サ
ー
の
方

ヘ求
人
、
業
務
委
託
、
業
務
代

行
、
設
備
提
供
、
事
業
所
提
供
、

技
術
サ
ポ
ー
ト

・
コ
ン
サ
ル
テ
ー

ジ
ョ
ン
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

I
 

0
 

甘ノ
【
問
い
合
わ
せ
先
】
阪
神
大
震

災
D
T
P
プ
ロ
ユ
ー
ザ
ー
被

災
者
支
援
委
員
会
本
部

6
0
6
.3
0
7
.2
5
0
8
 

0
毛
皮
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
と

被
災
し
た
毛
皮
、
皮
革
製
品

な
ら
何
で
も
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

リ
フ
ォ
ー
ム
、
修
理
染
色
し

ま
す
。
無
料
相
談
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
株
）
や
す

も
と

6
9
1
1
.
8
2
2
2
 

0
販
促
の
お
手
伝
い

D
M
代
行
、

テ
レ
マ
ー
ケ
、

顧
客
名
簿
の
整
碑
及
び
デ
ー
タ

入
力
、
メ
ニ
ュ

ー
や
ポ
ッ
プ
、

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
揮
奎
、

そ

の
他
何
て
も
ご
相
談
下
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
有
）
キ
ャ
ソ

プ
ス

6
3
6
1
.
8
3
7
3
 

阪
神
大
震
災
後
、
海
外
か
ら

本
所
に
寄
せ
ら
れ
た
復
旧

・
復

興
工
事
の
建
設
資
材
関
係
の
、

日
本
へ
の
輸
出
希
望
の
別
き
合

い
内
容
を
一
部
掲
載
し
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
タ
ー
は
本
所
に

保
管
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
部

6
3
0
3
.
5
8
0
6
 

陶
磁
器
壁
、
床
タ
イ
ル
（
ス
ペ

イ
ン
）
壁
用
。
ハ
ネ
ル

、
交
換

用
ア
ス
ベ
ス
ト

（
米
国
）
連

結
式
建
築
用
プ
ロ
ノ
ク
、
木
材

壁
組
立
式
家
屋
（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
）
陶
磁
器
壁
、
床
タ
イ

ル
、
パ
ネ
ル
、
ボ
ー

ド
、
タ
イ

ル
（
ト
ル
コ
）
タ
イ
ル
（
イ

ラ
ン
）
建
材
（
カ
ナ
タ
）

黒
み
か
け
石
、
み
か
げ
石
プ
ロ
ッ

ク
、
タ
イ
ル
、
平
板
、

セ
メ
ン

ト
、
木
材
（
イ
ン
ド
）
材
木
、

板
、
ビ
ニ
ー
ル
床
タ
イ
ル

、
川

オフィ ス・工場・土地の貸与に関する情報 (3月10日現在）

下記の事業所より、事務所、 工場、 土地の貸与に関する情報 をご提供頂きました。契約内容などの詳紐は、 直接下記に

連絡をとって下さい。
【本件 担 当】神戸商工会議所 産業部 乞 07 8 - 3 0 3 - 5 8 0 5 

所 在 地 百 積 連 絡 先 そ o_) 他

山九（掬市神戸支店営業開発課
・賓磯材および什器 ・書類 ・家具な
どの輸送

倉 庫 神戸 ・大阪周辺 詳細はTELにて 神戸中央区海岸通 2-2-3
・丁．場および機器の解体 ・据付

TEL. 078-333-3923 
• その他物流 ・ 機エ ・ 建設関連

神戸市中央区上筒井通 ll. 2m2~39. 8五 神戸 YWCA 平山 ・家 樋 1 nf 3,000円／月
事 務 所 神戸市中央区上筒井通 1-1 -20 ・敷 金 家賃の 6カ月分l -l -20 5室 TEL. 078-231-62[0 ・共益背 800円／月

神戸航空貨物ターミナル（椋 担当．山田 • 国際航空連送協会会(IA TA) ） 代
理店・航空運送協 (J AF  A 

事 務 所 神戸市東濶区向洋町東 4-16 面積等は要相淡 神戸市東灘区向洋町東 4-16 
の会員業者 ・通関業談者対象TEL. 078-858-1500 ・詳細はTELにて粗

ジャ「パンマーケットセンター（株 ・ファッンョン（生活文化）産業の

事 務 所 神戸市束灘区向洋町中 6-9 ※詳細はTELにて
神戸ファッションマート」 入居

神戸rh東灘区向洋町中 6-9 ・詳細はTELにて相談
TEL. 0 7 8 -8 5 7 -8 0 0 3 ・即入居可能

神戸国際交流会館 倶オ）神戸市開発管理事業団 企画課
事 務 所 ポートアイランドビル ※詳細はTELにて 神戸市中央区港島中町 4-l -1 ・詳細はTELにて栢談

西区民センタ ー ビル TEL. 0 7 8 -3 0 2 -2 3 8 2 

事 務 所
誅エーリ ック ・り災企業で 1年以上人居可能な企業

尼崎市道意町 7- 1-3 8lrrf-l, 425rrf 尼崎市道意町 7-1 -3 
・賃（中貸小料企の業特3別カ措月置・有大企業 2カ月分）研 ヮ九 所 TEL. 06-415-2500 

右記の行政機関でも相談を受け付けています。 ●兵庫県商工部新産業立地課

●大阪府商工部産業政策課

も 078-341-7711

匹 06-941-0351

被災企業の従業員への社宅・寮の提供について

下記の事業所より 、社宅・寮などの貸与に関する情報をご提 供 頂 き ま し た 。 契 約 内 容 な ど の 詳 細 は、 直接下記に連絡を

とって下さい。
【本件担当】 神戸商工会議所 産業部 乞 07 8 - 3 0 3 - 5 8 0 5 

間 取 所在地 • 最寄駅 設 備 条 件 貸与期間 連 絡 先

高東大社阪市宅衣摺 5-22-12 
トイレ ・ —•専有 無償 2DK1室のみ提供 味濤澤製作所 人事部久野

2DK 1室 近澤鉄下 「布施」駅よりバス15分 ノゞ ス・ ・•専有 1年 東大阪市衣摺 5-6 -8 -33 
※世帯主に限る

地鉄「南巽」より徒歩20分 TEL. 06-729-1001 

2K 1室
神戸市東灘区甲南町 トイレ ・••専有 有償

アイ・ビー・アール（掬 業務部竹内
4 -7 -19 

lK ]室 ノゞ ス ・—•共有 家賃 35,000円～70,000円／月 無期 神戸市東灘区甲南町 4-7 -19 
JR「住吉」阪神 「魚崎」 TEL. 0 7 8 4 4 1 5 7 6 0 

砂
、
砕
石
、
不
錯
鋼
板
鏡
面
板

（
建
築
用
装
飾
材
料
）
（
合
湾
）

樫
木
の
丸
太

・
板
（
南
ア
フ
リ

カ

）

板

ガ

ラ
ス
（
フ
ィ
リ
ビ

ン
）
木
材
板
（
中
国
）
砂

（
バ
ン
グ
ラ
デ
ジ
ュ
）
大
理

石
タ
イ
ル
、
平
板
、
石
ブ
ロ
ソ

ク
、
石
膏
（
パ
キ
ス
タ
ン
）

中
国
雲
杉
板
、
セ
メ
ン
ト
、
み

か
げ
石
（
香
港
）
タ
イ
ル
、

屋
根
用
タ
イ
ル
、
み
か
け
石
、

平
板
、
石
晉
ボ
ー
ド

・
パ
ネ
ル
、

木
製
と
び
ら
、
装
飾
用
建
築
資

材

（
ジ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

神
戸
巾
港
庖
局
は
二
月
十
日
、

「
神
戸
港
復
興
ニ
ュ
ー
ス

」
を

創
刊
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

新
聞
形
式
で
、
月一

]|-＝
同
発

行
予
定
。
神
戸
渇
の
復
旧
状
況

や
今
後
の
復
興
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
と
の
最
新
情
報
を
関
係
先
に

提
供
す
る
。
入
手
方
法
と
し
て

は
、
神
戸
市
港
湾
局
企
画
振
興

課
窓
口
に
て
配
布
し
て
い
る
他
、

本
所
国
際
部
よ
り
、

F
A
X
な

新
幹
線
エ
コ
ノ
ミ
ー

き
っ
ぷ
販
売
を
再
開

神
戸
港
復
興
ニ
ュ
ー

ス
を
創
刊

ど
で
の
送
付
も
可
能
で
あ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
部

3
0
3
.
5
8
0
6
 

（販
売
場
所
）

本
部
、
東
神
戸
支
部
、
兵
庫
支

部
、
西
神
戸
支
部
、
垂
水
支
部

※
中
央
支
部

（ハ

ー
バ
ー
ラ
ン

ド
仮
事
務
所
）
、
北
支
所
は
都

合
に
よ
り
販
売
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
な
お
大
阪
市
内

S
福
岡

・

北
九
州
市
内
の
グ
リ
ー
ン
車
は

料金表 （片道）

類
ェコノミー 普通の

割引額種
きっぷ きっぷ

神戸市内 普 通車 12, 250円 14, 000円 l, 750円

～東京都内 グリーン車 14,720円 18, 550円 3,830円

大阪市内
～福岡 ・ 普 通車 11, 700円 14, 000円 2,300円
北九州市内

当
面
販
売
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。

窄兼」は法令の公布のほか

法令に基づく各種の公告を掲載する

国の唯一の機関紙として

毎8（行政機関の休8を除く）

発行され全国で購読されています。

商法等に基づく決算公告は

信頼と実績のある

嗜兼」を御利用ください。

お申し込み•お問い合わせは

〒650神戸市中央区北長狭通5-4-3合 078(341)0637

決算公告についてのパンフVットを無料進呈しますので

上記の官報販売所に御請求ください。

Printing Bureau,M仰stryof Finance 

〒105東京都港区虎ノ門2-2-4
合（官報課ダイヤルイン） 03(3587) 4300 



(3) KOBE会議所ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認nJ) 平成 7年3月27日

(3月13日現在） 情 報

◆本所に寄せられだ情報の一部を掲載します。

◆ご関心のある企業には直接ご連絡下さい。

◆既に求人が充足している場合はご容赦下さい。

本所では雇用対策の一環として会員企業からの求人情報を募集しています。詳しくは折り込みのチラシをご覧下さい。

【担当】産業部（匹303-5805)

社名／電話番号／担当 職 種 勤 務時 間 給 与 所 在 地 事業内容／勤務地／プロフィ ール／待遇／その他

エス・ピー・シー栄町印刷（株）
営業 1日 8時間 30分 月収 15~ 20万I刈 神戸市中央区栄町通 事業内容／総合印刷業勤務地／神 戸 市 内 従 業 員／

3 -1 -5 1 2名 資本金／ 300万円
男 1名 週休2巳制 （月2回） 年収210-270万円

岱 331-3814 社長：道ヒ 1 9~3 0歳

昧 近 畿 開 発 オペ ンーター （土木技術） 8 00-17 00 月収 1 7 ~ 2 1万円 神戸市匹区喧か岡 事業内容／建設業 勤務地／左記所在地他
5-24-14 従業員／ 16名 密本金／ 2.0 0 0万円 資格／普

男 5名 H・祝休 通自勁車免許
fl 967-5400 工事部・吉田 1 8~2 6歳 盆 • I卜月 3日面j後

昧 サ 卜 ウ ①オ ペ レーター l El 8時問 ① 35歳で月収 3 5}]1「] 神戸市兵囲区天王町 事業内容／建設業 （土木工事 ・舗装丁．平 ・上卜水迫 l... 
男 2、 3名 18-50歳 週 48時問 年収180万円 1-234-3 事） 勤務地／兵庫県内 従業晨／ ］0名 資本金／
②上木技術者 ②日給 1:3,0 0 0円 500万門 資格／普通免許

匹 511-7477 取締役上原 若干名 18~50歳 週 1曰休 （日曜日）

卸 スター・コーポレーション
工場管理職 8:00~16:45 月収約40万門 神戸市長田区西尻池 事業内容／丁一棠用スポンジ、 フローリング材、弾t生糸、

1 -2 -3 ケ ミカルシューズの製造 ・販売 勤務地／西脇III 
男 1名 週休 2日制 （完仝） 従業員／ 150名 資本金／ 10, 0 0 0万円

匹 611-4031 総務部 ．玉井 40-50歳 資格／工場管理職経験、 技術系大学卒、寮有 Iぅ

（有）ブレインワ ー クス
ソフト 開発 9. （） 0 ~ 1 8. 0 0 月収 1 5~35万エl 神戸 It1東灘lヌ御影町西平 事業内容／情報処理サ ービス 勤務地／神戸巾内、大

野一の坪 11-7/1 阪市肉 従業員／8名 賓本金／aoo万円 資格／
2名 週休2巳制 （完全） コンピュ ーターに関して興床かあること、経験があれ

匹 303-2607 主任・川上 20~25歳 ばなお良い

橋 本 産 機 昧 自動車、 フォークリ フトの 8 • 3 0~ 1 7 • 3 (） 月収 2 3 ~3 0)j口］ 神戸市兵庫区高松町 事業内容／ 自動車、産業機械の販売、 リース、 レンタ
車検、修理 2 -2 7 ル、整備勁務地／左記所在地従業員／ 15名
男 2名 日 ・祝休 資本金／ 1, 0 0 0万円 資格／ 2級整備士又は同程

1:t 671-8211 加藤 20~50歳 度、神通免許

奥 山 産 業 味 営業 1日 8時間 月収 18~ 20万旦l 神戸巾中央区国香通 事業内容／ クリスマス川品製造 勤務地／神戸市内
週 4 3時間 3-2-15 従業員／ 37名 賓本金／ 3, 0 0 0万円 資格／普

男 1名 年収280~320万 fI:I 通速転免許
岱 24]-1225 企画部 奥山 20~30歳 週休ど 日制 （月 3回）

（有） 神 は し ま ん Jレー ト配送及び営業見習 い l □ 8時間 月収 17~ 20万円 神戸巾兵庫区高松町 事業内容／割箸他料飲）一占、 レストラン ・ホテ｝レ等の副
戸

12-25 資材卸勤務地／神戸市内 従業晨／ 22名 資本金
I 男 2名 週休 2日制 年収250~300 万円 /500万円 資格／自動車普通免許

fl 682 0261 取締役馬野 20~35歳 （第 1• 3土曜）

昧 ス プ ワ ン
刷御シ ステ ムエンジニア | l □ 8時間 月収 21~ 28万円 神戸 市中央区御 幸通 6- 事業内容／制御系ソ フ トウ ェアの受託開発 勤務地／

フ— ツ
週 40時間 1 ~ 20 三宮山田東急ビ 神戸市内 従業員／ 22名 資木金／ l,0 0 0万円

3名 年収 315-426万円 ｝レ4脆皆 資格／制御系 ソフ ト開発経験 2年以上
fl 271-8530 人事諜 伊藤 2 2~2 7歳 週休2H制（完全）

諒 アー トテザインセンター
総務 ・経理責任 占 1ヨ 8時間 月収 30万円 神戸rh巾央区束川崎町1- 串業内容／広告業 勤務地／神戸市内 従薬員／ 28

週 42貼間 3-3神戸ハーバーラン 名 資本金／2, 5 0 0万円 資格／キャ リア軍祝
1名

I週休2日制 （隔週）
年収500万円 ドセンタービル 14階

岱 3601721 社長 ：横山 :30~50歳
ー・

アクテ ィ ヴ貿易 （株）
貿屁事務及び営業 1 El 8時間 月収 1 5~ 1 8万1-Y 神戸市中央区熊内町 4- 事業内容／貿易業務 （ファミ リーコ ンピューター及び
男 1名 24 ~3 5歳 退 40時間 3-4カナャラ ル ビル 9 電化製品の愉山） 勤務地ン神戸市内 従業員／ 13 

I 一般事務 （船積な お可） 階 名 密本金／ 1. 2 0 0万円 資格／自動車免許 ・日
岱 2312700 総務． ラル・永久 女］名 20~35歳 週休21::1制 （完全） 常英会話のできる方， 

エスアールエンジニアリング（株
①工作機械管理者 1曰 8時間 ①月収 38万円 神戸巾西区禍塚台 ！事業内容／省力化機器の設計、製造、販売 勤務地／
男 1名 30-40歳 週 40時間 年収600万円 3-2-60 ①加古川巾、②左記所在地従業員／ 7l名 資木金
②謡業員 ②月収 20万円 /4, 8 0 0万円 資格／酋通自動車免許、①機械加

岱 991-4400 社長 ．石光 男 ］名 2 2~2 5歳 週休2FI制 年収34 0J」下］ 工工場管理経験者②機器の営業経験者

工 ク セ レ ン 卜 昧 各種自動機の組立技術者 11::1 7時間45分 月収 1 5~ 28万円 神戸市西区北別府 事業内容／ 自動化機器 ・検査装躍等、没計製作 勤務 i
2-15-:3 地／神戸市内従業員／ 8名 吝本金／ l.0 0 0万

男 2名 週休2日制（隔週） 年収 240~4f50万「り 円 資格／普通免評
岱 974-915] 礼長小坂 18~30歳

神 工 業 （株）
笞丁事施丁管理技術者 1日 8時閏 月収 18~ 3 5)J丁月 神戸市中央凶磯辺通 乎業内容／給排水 ・衛11・消火 ・冷暖房 ・換気、設備

週 4 6時間 2-1-11 l事麗I 勤務地／神戸rh内従業員／ 66名 資本 1
男 2名 年収 '.350~650万l'J 金／ 4,0 0 0万円 賓格／経験者の場合 I・ II級箸

岱 23ll234 社長 須藤 2 2 ~3 5歳 週休2El制 （隔週） 工事施T管理技術者

コニカユービックス神戸 （株
①営業 21~25歳 1日 7時間40分 ①②月収 215,000江l神戸市東消区北百木 事業内容／OA機器の販売及び保守 勤務地／神戸 rli
②サーどス1‘I匹7 1 8~ 2 5 歳 週 37時間 20分 年収3,3 0 0, 0 0 0円 2 -1 -3 4 内 従業員／ 14名 資本金／ ;3,0 0 0万円 資格
③経理 ・総務 2 2~2 7歳 ③ 月収 230, 000円 ／②工業高校卒以上③簿記資格3級程度

| 乞 451-2531 業務部 松J1- 各男 1名 週休2日制 年収3,600, 000戸］

昧 松 井 製 作 所 プレス機にて金閲/JOT. 8:30~17 00 月収 1 8~3 0万円 柏原 l廿田辺 1-2 7 事業内容／金属製品の加工プ レス、金属設計～製作
残業約20時間 勤務地／ム記所在地従業員／30名 資本金／ l.

男 3名 000カロ 資格／独易者2名（新卒内定取消占）そ
fl 0729-77-7227 社長 ．松片 18~40歳 | 日 ・ 祝 • 第 1 土曜休 れ以外 1名、寮有 り

3
0
3
|
5
8
0
9
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岱

会
員
事
業
部

共
済
事
業
チ
ー
ム
へ

共
済
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

事
業
主
・
従
業
員
個
人
が
老
後
に
備
え
、

金
を
積
み
立
て
る
年
金
共
済
。

9
9

喜

憎

ゆ
と
り
あ
る
老
後
設
計
／
．

事
業
主
が
従
業
員
の
退
職
金
の
た
め
に
節
税
し
な
が

毎
月
積
み
立
て
る
制
度
。

ら、
母
冠
，
F品
森

退
職
金
の
準
備
・
充
実
し
た
雇
用
関
係
／

万
一
の
死
亡
、

保
障
。

生

命

り

安
い
掛
金
・
大
き
な
保
障
／
．

舞
い
巾
し

t
げ
ま
す
。

毎
月
掛

不
慮
の
事
故
に
よ
る
障
害
や
入
院
を

安
心
し
て
ご
加
入
で
き
る

商
工
会
議
所
の
共
済

災
さ
れ
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見

こ
の
た
び
の
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被



平成 7年3月27日 KOBE会議所ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認可） (4) 

商工会議所の PL保険制度

中小企業 PL保険制度 全国商工会議所 PL団体保険制度

対象
中小企業基本法による中小企業者 中堅 ・大企業のうち商工会議所
のうち賄工会議所会員企業 会員企業

保険 従来の53% 従来の72%
料率 （特別認可による割引） （現行一般認可中最大割引）

てん補 1億円、 2低円、 3億円の 2億円、 3億円、 5億円の
限度額 3タイプ 3タイプ

保険 7月 1日から 1年単位保険料は一括年払い
期 間 月単位で随時中途加入可能

保険金
法律上の損害賠償責任に基づき支払う賠償金（治療費、休業補償費、
慰謝料、逸失利益、修理費など）、裁判費用、弁護士費用、被害者

の対象
の護送費用、応急手当費用

保険料 「保険期間中の対象品目の総売上高x保険料率」
の計算 保険料率は、業種 ・保険対象品目の種類ことにそれぞれ設定

メ
・低率の保険料により PL保険に加入しやすくなる
・全国規模のスケールメリットにより保険料率の安定化がはかれる

リ
・情報提供、各種リスク診断、講師派遣なとの PL関連サービスが

ツ

卜 受けられる
・事故への迅速な対応がはかれる

「名9̀ 9＊ヽ、 ぷヽ

貸会議室をご利用下さい

リ
コ
ー

これから講演会を開催しようと思われている方、ちょっ

とした会議を ・・・ とお考えの方、ぜひ一度神戸商工

会議所にお問い合わせ下さい。

本所ではいろいろなニ ーズにおこたえで きるように

会議室を用意させていただいております。

お気軽にお問い合わせ下さい。

【お申し込み・お問い合わせ先】

総務部管理チー ム （匹 303-5804)

製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
消
費

者
そ
の
他
第
三
者
か
損
害
を
被
っ

た
場
合
、
そ
の
製
品
の
製
造

・

販
売
に
関
与
し
た
事
業
者
が
、

被
害
者
に
対
し
て
負
う
べ
き
製

造
物
責
任

(
P
L
)
法
が
七
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

被
害
者
は
こ
れ
ま
で
、
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
た
め
に
は
、

民
法
に
基
づ

い
て
製
造
業
者
等

に
故
意
ま
た
は
過
失
が
あ
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、
P
L
法
が
施
行
さ
れ
る

と
、
被
害
者
か
①
損
害
の
発
生

②
製
品
の
欠
陥
の
存
在
③
欠
陥

と
損
害
と
の
因
果
関
係
を
立
証

す
れ
ば
、
製
造
業
者
等
は
、
過

失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
損
害

賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
今
後
、
企
業
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
や
訴
訟
が
一
般

的
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
全
国
商
工
会
議

所
の
会
員
を
対
象
と
し
て
、

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
大

幅
割
引
き
を
実
現
し
た
中
小
企

業
向
け
の

「中
小
企
業

P
L
保

険
」
と
中
堅

・
大
企
業
向
け
の

「
全
国
商
工
会
議
所

P
L
団
体

保
険
」
の
二
つ
の

P
L
保
険
刷

度
が
創
設
さ
れ
四
月
か
ら
募
集

が
開
始
さ
れ
る
。

中
小
企
業
向
け
の
保
険
は
、

中
小
企
業
基
本
法
に
よ
る
中
小

企
業
が
対
象
で
保
険
料
率
が
従

来
の
五
三
％
と
大
幅
割
引
き
で

加
入
で
き
る
。
ま
た
、
中
堅

・

大
企
業
向
け
の
保
険
も
、
保
険

料
率
か
従
来
の
七
二
％
と
現
行

一
般
認
可
の
中
で
最
大
の
割
引

率
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
保
険
金
の
支
払
い

対
象
は
、
別
表
の
通
り
。

な
お
、
保
険
金
の
支
払
い
対

象
と
な
ら
な
い
の
は
、
製
造

・

販
売
し
た
製
品
自
体
の
取
り
替

え
費
用
や
修
理
費
用
、

会議室利用料金表 （会員料金）

室 名 面積 甚本型 定員
終 日 午前 午後
(9 -21) (9 -12) (13-17) 

神商ホ ー ル 452nf 教室型 264人 230, 000 77, 000 100, 000 

特 別会 議室 A 97rrf 口 型 28人 44,000 15, 000 20, 000 

特 別 会 議 室 B 49m2 船 型 16人 22, 000 7,000 10, 000 

特 別 会 議 室 c 58rrf 船 型 18人 26, 000 8,000 11, 000 

第 1 会 議 室 90rrf 教室型 45人 35, 000 12, 000 15, 000 

第 2 会議室 90rr! 口 型 36人 35, 000 12, 000 15,000 

第 3 会議室 146ポ 教室型 84人 56, 000 19,000 25, 000 

イベントプ ラザ 478m' スペース貸し 159, 000 53, 000 69, 000 

CH7. 3. 1現在）

• 土曜 ・ 日曜 ・ 祝日は 2 割増、展示会 ・ 宴会などで使用する場合は 3 割増となりま す。

●上記以外の時間でご利用の場合も料金設定がございます。

• 第］ ・ 2 • 3会議室は第 l-2、第 2-3会議室などの統合使用が可能てす。また、神

商ホールは分割使用か可能です。

●マイク などの備品、音帯・照明オペレーター、設営料などは別途こ＇負担願いま す。

ル
を
行
っ
た
場
合
の
回
収
、
検

査
、
修
理
、
交
換
な
と
の
費
用
、

海
外
で
発
生
し
た

P
L
事
故
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

四
月

・
五
月
に
加
入
さ
れ
ま

す
と
七
月
の

P
L
法
施
行
に
対

応
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
加
入
さ
れ
る
こ
と
を

阪
神

・
淡
路
大
震
災
被
害
の

復
旧
を
支
援
す
る
た
め
、
電
カ

・

ガ
ス

・
鉄
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
復
旧
融
資
の
ほ
か
次
の
災

害
復
旧
融
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
よ
り
、

大
阪
府
及
び
兵
庫
県
の
区
域
に

お
い
て
、
全
壊
、
半
壊
そ
の
他

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

加
入
及
び
お
問
い
合
わ
せ
は

損
害
保
険
会
社
ま
た
は
最
寄
り

の
保
険
代
理
店
へ
お
願
い
し
ま

す。【
本
所
の
問
い
合
わ
せ
先
】

会
員
事
業
チ
ー
ム

6
3
0
3
.
5
8
0
2
 

こ
れ
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た

施
設
を
復
旧
さ
れ
る
方

■対
象
事
業

（
金
利
は
三
月
九
日
現
在
）

m
大
規
模
小
売
店
舗
及
び
生

協
店
舗
（
生
鮮
食
料
品
を
取

り
扱
う
も
の
）
並
び
に
こ
れ

ら
の
流
通
の
た
め
の
港
湾
関

連
施
設
な
ど

日
本
開
発
銀
行
の

災
害
乍
旧
融
資

ス

小
企

は
保
険
料
率
か
従

i

ヽ
―

の
五
三
％

ゃ

洛

/,',95‘'9-< 

出

9‘ 

aE-
―――
-al 

： 

金
和当

初
五
年
間
四

・
六
五
％

六
年
目
以
降
は
対
象
事
業

の
内
容
に
応
じ
て

一
般
の

融
資
制
度
の
金
利
を
適
甲

②
食
料
品
関
連
産
業
に
係
る

施
設
及
び
食
料
品
の
流
通
の

た
め
の
港
湾
閃
連
施
設
な
ど

金
利
は
山
と
同
様

③
広
範
な
取
引
先
や
関
連
企

業
を
有
す
る
製
造
業
者
の
製

造
設
置
な
ど
で
、
そ
の
早
期

の
復
旧
か
被
災
区
域
の
経
済

機
能
の
復
旧
に
資
す
る
も
の

金
利
は
山
と
同
様

④

そ

の

他
一

般
の
当
行
融
賓

制
度
対
象
事
業
や
被
災
区
域

の
経
済
復
旧
な
ど
に
資
す
る

事
業

金
利事

業
内
容
に
応
じ
て
一
般

の
融
資
制
度
の
金
利
を
適

用
■融
資
比
率

対
象
事
業
費
の

四
0
％
程
度

■融
資
期
間
・
据
置
期
間

ご
相
談
の
う
え
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■返
済
及
び
利
払
い
の
方
法

返
済
は
据
置
き
後
分
割
返
済

で
、
利
息
は
固
定
金
和
に
よ

る
後
払
い
で
す
。

■担
保
・
保
証

ご
相
談
の
う

時

平
成
七
年
四
月
二
十

一
日
（
金
）
午
後
一
時
――-
+

分
ー
五
時

場

所

神
戸
市
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
九
階

講

演

『
科
学
技
術
情
報
流

通
シ
ス
テ
ム
の
新
展
開
」

R

本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

理
事
齋
藻
和
男
氏

『
二
十

一
世
紀
の
高
度
情
報

化
社
会
を
目
指
し
た
研
究
開

発
』
住
友
金
属
丁
業
（
株
）
未

来
技
術
研
究
所
所
長
廣
島

龍
夫
氏

参
加
料

無

料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

兵
庫
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

企
両
情
較
部

6
7
3
1
.
4
4
8
1
 

日
~ 科

悶

-

え
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。■適
用
期
間

平
成
七
年
七
月

三
十
一
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
頃
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
開

発
銀
行
大
阪
支
店
（
企
画
調

盃
課
）
（
〒
五
三

0
大
阪
市

北
区
堂
島
浜

一
丁
目
二
番
六

号
新
ダ
イ
ビ
ル
、

6
0
1
2

0
.
5
3
7
8
4
6
)
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阪神大震災で被災された皆様に

心よりお見舞い申し上げます。

愛する街、 神戸の一日も早い復興のために、

UCCも「がんばろや！ WELOVE KOBE」の

スローガンのもと、 皆様とともに

全力をあけて頑張りたいと思います。

byUCC 

UCC上島珈琲株式会社

インターナショナル ・トレーニング ・サービスは、 人と企業、人と人とのつながりを大切に考え、

人との身近なふれあいからグローバルな活動まで幅広く展開しています。

乙

一~

‘--

一

人材派遣
(ITS CAREER) 

スペシャリストをタイムリーに派逍

いたします。

■オフィス業務全般
OA機器操作

翻訳、通訳

TEL. (078) 392-8082 

r「E

に

-＝7.....-こ=t-
— ん／

← 

ト が

c 

乙

T̀ 
り＾

昇こ4 心と
n 

＾ ^ 戸 r

r /^vへ^

＾ ノ

-

在宅サービス
ぽ宅介護・家事援助）

お年寄りや病気の方のお世話、

産後ケア、消掃、一般家事等を

しっかりサポートいたします。

TEL.(078)333-7980 

ヽ
• 
-/‘ ’‘—~ 

そ

-

ワープロ入力
モデム回腺を馳使し、広域ネット

ワークで遠附地でも迅速な処理

ができます。

■使用機種
OASYS, NEC-88, MAC□ si 

TEL.(078)333-0711 

神戸製鋼グループ

株式会社インターナショナル・トレーニンク・サービス
〒650 神戸市中央区江戸町95（リ クルー ト神戸ビル）

TEL (078)392-5102 FAX(078)392-8085 



(5) KOBE会議所ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認可） 平成 7年 3月27日

短期集中簿記講座
2級コース 4/25囮ー6/2（金）〔計22回 〕

3級コース 4/24（月）一6/1休） ［計12回 〕

各コースとも午後 6時ー 8時

（初神戸貿易協会会議室
（神戸南工貿易センタービル14階）

関西学院大学講 師泉 昌 氏
流通科学大学専任講師 林昌彦氏

商・工業簿記の基本原理を理解し、日商

簿記検定 2• 3級合格を目指す。

4 0名（各コースとも）

2級コース

一般40,000円／会員36,000円
3級コース

一般30,000円／会員27,000円
締め切り 平成 7年 4月14日面

問い合わせ先

産業部

日 時

場

講

所

師

ねらい

定員

受講料

も 30 3 ~ 5 8 0 8 

Q
 

ビ
ル
の
一
室
を
賃
借
し
て
い

ま
す
が
、

震
災
後
ビ
ル
に

「
使

用
禁
止
」
と
い
う
貼
り
紙
が
は

ら
れ
ま
し
た
。
ビ
ル
は
特
に
傾

い
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
心
し
て

立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
で
す
。
賃
料
の
支
払
い
を
止

め
て
も
い
い
で
す
か
。

A
 

今
回
の
農
災
後
、
神
戸
市
が

ビ
ル
を
検
倉
し
使
用
が
危
険
な

ビ
ル
に
は
「
使
用
禁
止
」
の
札

を
貼
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
応
急
の
簡
易
な
判
定

で
あ
っ
て
決
し
て
精
密
な
鑑
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
所
有
者

や
使
用
者
に
注
意
を
喚
起
す
る

目
的
に
す
ぎ
ず
行
政
上
の
法
的

効
果
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
こ
の

判
定
は
、
も
っ
ば
ら
建
物
使
用

に
危
険
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を

問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て

修
繕
が
可
能
か
ど
う
か
や
建
物

が
滅
失
に
至
っ
て
い
る
か
ど
う

か
の
評
価
と
は
一
応
別
で
あ
り

ま
す
し
、
罹
災
証
明
に
言
う
と

こ
ろ
の
「
全
壊
」
、
「
半
壊
」
、

「
一
部
損
壊
」

の
判
定
と
も
一

応
異
な
っ
た
尺
度
に
よ
る
判
定

で
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
云
使
用
禁
止
l

の
貼
り
紙
が
な
さ
れ
て
い
る
と
、

賃
借
人
は
安
心
し
て
建
物
に
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
て

す
か
ら
、
生
命
身
体
へ
の
危
険

を
避
け
る
た
め
に
ビ
ル
の
使
用

を
差
し
控
え
る
こ
と
は
、
格
別

の
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
、
ご
く

常
識
的
な
判
断
だ
と
言
え
ま
す
。

そ
も
そ
も
建
物
賃
貸
借
に
お
い

て
は
、
「
建
物
の
安
全
性
」
は

必
要
不
可
欠
の
要
素
で
す
か
ら
、

こ
れ
が
欠
け
て
生
命
や
身
体
に

対
す
る
危
険
性
が
発
生
し
て
い

る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
使
用

不
能
」
に
該
当
し
ま
す
の
で
、

そ
の
危
険
性
か
除
去
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
賃
借
人
は
賃
料
全
額

の
支
払
い
を
拒
絶
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
ま
す
。

も
っ
と
も
、
「
使
用
禁
止
」

の

表
示
の
み
を
も
っ
て
使
用
不
能

に
あ
た
る
と
の
単
純
な
理
解
も

禁
物
で
す
。
た
と
え
ば
、

A
の

出
入
口
か
ら
の
出
入
り
は
危
険

で
あ
る
が

B
の
出
入
口
か
ら
の

出
入
り
は
危
険
で
は
な
い
と
い

う
よ
う
に
危
険
箇
所
の
所
在
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
て
危
険
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に

は
、
賃
料
の
滅
額
請
求
の
問
題

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
に
し
て

も
、
賃
料
全
額
の
支
払
い
拒
絶

は
で
き
ま
せ
ん
し
、
建
物
の
危

険
性
が
な
い
（
ま
た
は
危
険
性

が
除
去
さ
れ
た
）
こ
と
に
つ
い

て
応
分
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た

場
合
に
つ
い
て
も
、
前
記
表
示

の
み
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
使

用
不
能
を
主
張
す
る
こ
と
は
で

Q

1

 

私
は
印
刷
工
場
を
繰
営
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
工
場

が
被
災
し
、
機
械
設
備
が
使
え

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
損
失
は
と
の
よ
う
に

扱
わ
れ
ま
す
か
。

A
 

今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
失
は
、
先
頃
成
立
し
た
特

例
法
に
よ
り
、
平
成
六
年
度
分

の
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
場
合
も
損
失
額
は
、
帳

簿
価
額
か
ら
求
め
ま
す
。
た
だ

し
、
事
業
以
外
の
業
務
用
資
産

の
と
き
と
は
異
な
り
、
必
要
経

き
な
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
前
記
の
判
定
は

あ
く
ま
で
簡
易
な
判
定
な
の
で
、

訴
訟
な
ど
に
お
い
て
精
密
な
鑑

定
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
異
な
っ

た
判
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
え
ま
す
。
し
か
し
、
客
観
的

な
事
後
的
判
断
と
は
異
な
っ
て

い
よ
う
と
も
、
当
時
の
状
況
に

照
ら
し
て
相
当
な
危
惧
感
が
発

生
し
て
お
り
、
通
常
人
を
基
準

に
し
て
か
か
る
危
惧
感
を
胞
＜

こ
と
に
つ
い
て
合
理
的
な
理
由

が
あ
る
か
ぎ
り
は
、
建
物
賃
貸

借
に
必
要
な
「
建
物
の
安
全
性
」

が
欠
如
し
て
い
る
も
の
と
評
価

さ
れ
る
余
地
か
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
建
物
所
有
者
（
賃
貸

人
）
の
責
務
に
つ
い
て
付
言
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
建

物
に
「
使
用
禁
止
」
な
ど
の
表

示
が
な
さ
れ
た
ら
、
建
物
所
有

者
と
し
て
は
、
直
ち
に
専
門
家

に
検
査
を
し
て
も
ら
い
修
理
が

可
能
な
ら
ば
修
理
を
す
べ
き
で

す
し
、
修
理
が
不
可
能
な
ら
ば

賃
借
人
と
賃
貸
借
終
了
に
関
す

る
交
渉
を
す
る
な
ど
の
応
分
の

処
置
を
と
る
べ
き
も
の
で
す
。

な
お
、
修
理
が
可
能
で
あ
っ
て

も
こ
の
際
建
て
替
え
た
い

と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
場
合
は
賃
貸
借
終
了
に
つ
い

て
の
賃
借
人
と
の
合
意
が
も
ち

ろ
ん
必
要
で
す
。

い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、

賃
借
人
に
対
し
て
十
分
に
情
較

を
提
供
し
事
情
を
説
明
し
た
う

え
で
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
建
物
に
危
険

性
が
な
い
（
ま
た
は
厄
険
性
を

除
去
し
た
）
こ
と
に
つ
い
て
の

合
理
的
な
情
報
を
賃
借
人
に
提

供
で
き
た
場
合
は
、
賃
借
人
は

少
な
く
と
も
以
後
の
賃
料
の
支

払
い
を
拒
絶
で
き
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
右
情
報
提
供
は
建
物

所
有
者
の
利
益
に
資
す
る
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。

「
使
用
禁
止
」

な
ど
の
表
ホ
か
あ
る
の
に
建
物

所
有
者
が
何
ら
の
対
策
を
と
ら

ず
に
放
置
す
る
の
は
困
り
ま
す

し
、
貨
借
人
に
対
す
る
十
分
な

情
戟
提
供
を
し
な
い
ま
ま
修
理

を
始
め
る
と
い
う
の
も
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
修
繕

の
可
否
な
ど
に
つ
い
て
全
く
説

明
を
し
な
い
ま
ま
や
み
く
も
に

賃
借
人
に
退
去
を
求
め
て
い
る

例
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
た

適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

弁
護
士

（

村

上

聟
算
入
額
に
上
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
当
該
損
失
額
を
腔

除
し
き
れ
な
い
場
合
に
は
、
青

色
中
告
者
以
外
の
者
で
も
翌
年

以
降
―-
＿
年
間
繰
越
控
除
で
き
ま

す。
Q

2

 

私
は
給
与
所
得
と
ア

パ
ー
ト

八
室
か
ら
得
ら
れ
る
所
得
て
生

計
を
た
て
て
い
ま
す
。
今
回
の

震
災
で
自
宅
は
無
事
で
し
た
が
、

ア
パ
ー
ト
は
全
壊
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
損
失
は
ど

の
よ
う
に
取
リ
扱
わ
れ
ま
す
か
。

平
成
六
年
の
給
与
所
得

五
百
万
円

平
成
六
年
の
不
動
産
所
得

二
百
万
円

公

ヽ ＿ / 

Q
 

今
回
の
雲
災
に
よ
り
、
事
業

所
が
被
災
し
、
再
開
の
め
と
が

全
く
た
た
な
い
の
で
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
に
離
職
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
社
は
雇
用
保
険
の
適
用
事

業
所
に
該
当
し
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
に
つ
い
て
は
各
人
ご

と
に
雇
用
契
約
書
で
契
約
期
間

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
就
業
日

数
が
不
特
定
の
た
め
雇
用
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
日
、
新
聞
報
道
を
見
ま
す

と
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な

く
て
も
失
業
給
付
が
受
け
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
と
の
よ

う
な
手
続
き
を
と
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

業
安
定
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

そ
の
際
、
適
用
事
業
所
設
置
届
、

賃
金
台
帳
、
労
働
者
名
簿
、
出

勤
簿
、
雇
人
通
知
雷
、
理
由
書

（
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
理
由

を
記
す
）
な
ど
を
携
行
し
て
下

さ
い
。し

か
し
、
事
業
主
が
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
し
た
時

に
遡
及
し
て
雇
用
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん

（
最
大
二
年
遡
及
）。

四

資

格

喪

失

・

離

職

の

手

続
き

次
に
。
ハ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

。

者

者

り

ん

せ
艮n
 

こ

険保

ま

）

険
⑭

保

被

か

り

被

間

:

な

上

続

時

し

と

以

て

者

れ
険

継

短

さ
保

歳

齢

齢

用
被

65

年

年

雇
は

高

高

に
方

者

者

主

た

険

険

業

れ保
事

さ

満

被

の

用

未

保
濃

被

間

一
―屈

6

般

時

同

に

き
た

続
新

短

A
 

き
降

間

引

以

-
．

被

保

険

者

と

な

る

者

き

時

上

満

ら

歳

働

以

未

か

6

5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
あ
っ
ま
ず
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働

前
。

歳

す

て

も

、

次

の

条

件

の

す

べ

て

を

者

各

人

に

つ

い

て

雇

用

し

た

時

労

間

間

65
ま

定

寺

時

゜
3

)

 

満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
一
雇
用
に
さ
か
の
ぼ
り
「
被
保
険
者
資

308

注

所

保

険

へ

の

加

入

か

義

務

づ

け

ら

格

取

得

届

」

を

早

急

に

公

共

職

週

（

t
t
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,
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亀
~
、

ア
パ
ー
ト
の
末
償
却
残
高

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
必
要
経
費
て
、
あ
な
た
の
雑
損
控
除
額
は

四
百
万
円

と
し
て
認
め
ら
れ
る
金
額
は
そ
の

二
百
八
十
万
円
と
な
り
ま
す。

不
動
産
所
得
の
金
額
を
限
度
と
結
論
と
し
て
、
あ
な
た
の
場

す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
な
合
は
雑
損
控
除
を
適
用
し
た
ほ

た
の
場
合
、
損
失
は
輯
簿
価
額
う
が
有
利
で
す
。

を
も
と
に
求
め
る
の
で
、
ア
パ
ー
「
選
択
に
お
け
る
有
利
不
利
の

ト
の
未
償
却
残
高
四
百
万
円
に

判
定
」

な
り
ま
す
が
、
平
成
六
年
の
不
国
必
要
経
賀
に
算
入
し
た
場

動
産
所
得
の
必
要
経
費
と
認
め
合
の
所
得
金
額
の
合
計
額

ら
れ
る
の
は
、
そ

の

年

の

不

動

産

五

百

万

円

十
1

ー百
万
円
ー

所
得
金
額
で
あ
る
二
百
万
円
ま

二
百
万
円
11
五
百
万
円

で
で
す
。
さ
ら
に
、
繰
越
控
除
国
雑
損
腔
除
を
適
用
し
た
場

の
適
用
が
な
い
の
で
損
失
額
と
の
合
の
所
得
金
額
の
合
計
額

差
額
一
ー百

万

円

は

切

り

捨

て

ら

五

百

万

円

＋
ー
百
万
円
ー

れ
ま
す
。

二
百
八
十
万
円
11
四
百
―

―

次

に

雑

損

控

除

を

考

え

て

み

十

万

円

ま
し
ょ
う
。
雑
損
控
除
の
と
き
の

5

有
利
不
利

損
失
額
は
時
価
に
よ
り
求
め
ま
所
得
金
額
が
少
な
く
な
る

す
の
て
、
時
価
を
――ー百
五
十
万
固
の
ほ
う
か
有
利
（
た
だ
し
、

円
と
す
る
と
損
失
額
は
一
ーー百

五

雑

損

腔

除

以

外

の

所

得

控

除

寸
万
円
ー
総
所
得
（
五
百
万
円
は
考
慮
し
て
い
喜
ん
）

十
二
百
万
円
）x
1
0
％
1
1
ニ

（
公
認
会
計
士
〗

百
八
十
万
円
と
な
り
ま
す
。
よ
っ

友

弘

正

人

あ
な
た
の
場
合
、
不
動
産
の

経
営
規
模
が
五
棟
十
室
に
満
た

な
い
の
で
ア
パ
ー
ト
は
事
業
以
外

の
業
務
用
資
産
に
相
当
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
不
動
産
所
得
の
必
要

経
費
算
入
と
雑
損
控
除
の
い
ず

れ
か
を
選
訳
で
き
ま
す
。
こ
の
損

失
は
、
平
成
七
年
の
震
災
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
で
す
の
で
、
必
要

経
費
に
算
入
す
る
場
合
は
原
則

と
し
て
、
平
成
七
年
の
必
要
経

費
と
な
る
の
で
す
か
、
雑
損
控

除
と
同
じ
く
、
今
回
の
特
例
に

よ
り
平
成
六
年
分
の
所
得
の
必

要
経
費
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
す
、

平
成
六
年
分
の
不
動

産
所
得
の
必
要
経
費
に
算
入
す

る
場
合
を
考
三
て
み
ま
し
ょ
う
。

必
要
経
費
算
入
て
注
意
し
な
け

A 

年
収
が
九
十
万
円
以
上
あ

る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

四
文
書
に
よ
り
労
働
条
件
が

明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

ニ
．
被
保
険
者
の
種
類

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
も

下
表
の
よ
う
に

一
週
間
の
所
定

労
働
時
間
が
二
十
時
間
以
上
．
――

十
時
間
未
満
の
者
は
短
時
間
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
――-
+

時
問
以
上
の
者
は
一
般
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。

三
．
雇
用
保
険
の
加
入
手
続

（三 （二）

こ
と 一

年
以
上
引
き
続
き
雇
用

さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

と
れ
て
い
ま
す
。

曰

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
二
十
時
間
以
上
で
あ
る
こ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
失
業
給
付

各
人
の
「
離
職
票
」
と

「
資
格

喪
失
届
」
を
賃
金
台
帳
、
出
勤

簿
な
ど
を
携
行
し
て
公
共
職
業

安
定
所
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

五
．
失
業
給
付
受
給
申
請

四
の
手
続
後
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
に
渡
す

「離
職
票
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
れ

を
持
っ
て
本
人
の
居
住
地
を
管

轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
て
失

業
給
付
の
受
給
申
請
を
す
る
よ

う
指
導
し
て
下
さ
い
。

六
．
受
給
要
件

な
お
、
短
時
間
被
保
険
者
が

失
業
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

一
賃
金
締
切
期
間
に
十

一
日
以

上
勤
務
し
た
月
が
十
ニ
カ
月
以

上
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
一
般
披
保
険
者
の
場

合
は
、
十
四
日
以
上
勤
務
し
た

月
が
六
ヵ
月
以
上
あ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

七

受

給

期

間

失
業
給
付
が
受
給
で
き
る
期

間
は
、
働
く
意
志
と
能
力
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
職
に
就
く

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

者
で
、
被
保
険
者
の
退
職
時
の

年
齢
や
加
入
期
間
な
ど
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

◎
原
則
は
既
述
の
手
続
き
か
必

要
で
す
が
、
今
回
の
襄
災
で
は

雇
用
主
の
手
続
き
や
保
険
料
納

付
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
、

パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
本
人
の
健
康

保
険
証
や
給
与
明
細
な
ど
で
就

労
の
実
績
が
証
明
で
き
れ
ば
、

給
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
特
例
措
置
で
激
甚
災

害
地
域
に
住
所
を
有
す
る
方
は

従
来
の
給
付
日
数
が
六
十
日
を

限
度
と
し
て
延
長
さ
れ
ま
す
。

◎
事
業
所
、
被
保
険
者
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
雇
用
保
険
閃
係
の
疑

問
・
相
談
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

神
戸
公
共
職
業
安
定
所

6
3
9
3
.
1
0
7
0
 

灘
公
共
職
業
安
定
所

8
2
9
1
.
8
6
0
9
 

社
会
保
険
労
務
士

〗

（

岡

西

英

二

郎

『`

ーシーエスは、
あらゆるニーズに総合力でお応えします。

さくら銀行をはじめ、多種多様な情報処理分野で蓄積したノウハウを持つ情報処理

サービス。広汎な知識分野に、多数の優秀なシステムエンジニアが挑むソフトウェア

開発。富士通のディーラーであり、ユーザーであるからできる適切なシステム導入支

援とコンピュータの販売。

さくらケーシーエスはこの3つの力を総合力に高め、

ルーションでお応えする総合情報サービス企業です。

お客様のニーズにトータルソ

゜
゜

磨 町

゜
株式会社さくらケーシーエス
本社／ 〒650神戸市中央区播

TEL (078) 391-657i(ftl 
東京本社／〒135東 京 都 江 東 区 越 中 島 1-2 -21 

TEL (03) 3820-4411 
事業所／姫路、大阪、明石、岡山、

21 番 1 

y K ピル

鳥取



平成 7年 3月27日 KOBE会議芹ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認可）
｀ 

(6) 
． ． 

各支部・支所へ

東神戸支部
灘区桜□町1-1-4 セントラルプラザ六甲 1階

匹 843-2121 FAX843-2877 

中央 支 部 中央区東川崎町1-8-4 神戸市産業振興センター 8階

ー仮事務所一 も 360-1910 FAX360-1972 

兵鹿支 部
兵庫区大開通2-3-18 神戸太材会館1階

H577-1110 FAX577~1998 

北 支 所
北区鈴面台西町1-27-15 市木ビル 1階

匹 593-4800 FAX593-7050 

西神戸支部
長田区大橋町3-1-13 ケミカルシューズ産業会館3階

fl641-3185 FAX641-3110 

垂水支部
垂水区日向 1-6-1-206 レパンテ垂水三番館2階

も706~1234 FAX706~1235 

災害対策本部
中央区港島中町6-1 （ポートアイランド内）

匹 303-5810 FAX303-2310 

◎兵庫県南部地震中小企業総合相談所
国、県、市、鹿工会議所などの関係団体が一体となって、各種相談を

実施しています。

中央区東川崎町1-8-4神戸市産業振興センター 6階

岱 360-3211. FAX360-3193 

◎経営に関するご相談は、
本所では、震災被害に対応した金融はじめ経営に関する各種相談を下

記の支部・支所で実施しています。

(9:00~17:15 土・日曜・祝日休み）

10:00~17:00 
（当面、土 ・日曜日も開設）

＆お

、 令
ー辮 ＿ ＇ s :咋

復興への息吹が感じられるようになってきた神戸の南店街

神
戸
市
と
本
所
で
は
、

三
月

十
日
か
ら
＝
―
-日
間
に
わ
た
っ
て

今
回
の
震
災
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
東
灘
、
灘
、
中
央
、
兵

庫
、
長
田
、
須
磨
の
六
区
の
商

店
街

・
小
売
市
場
の
営
業
再
開

状
況
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
商
店
街

・
小
売

市
場
の
全
一
万
千
六
百
五
十

一

店
舗
の
う
ち
四
六•
四
％
に
あ

た
る
五
千
四
百
五
店
が
営
業
を

再
開
し
て
い
る
。

前
回
一
月
末
の
調
査
で
は
二

千
七
百
士

―一
店
舗
、―
―
―
―
-
•-――

％
に
止
ま
っ
た
が
、
こ
の
五
週

間
で
約
二
倍
と
大
幅
な
回
復
ぶ

り
で
、
市
内
の
商
業
施
設
に
も

活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

組
織
別
の
再
開
率
で
は
、
賄

店
街
が
四
六
・
ニ
％
、
市
場
が

四
七
・
五
％
の
再
開
率
と
な
っ

て
い
る
。

地
域
別
で
は
、
比
較
的
被
害

の
少
な
か
っ
た
兵
庫
区
、
須
磨

区
か
約
六
八
％
に
達
し
た
が
、

東
灘
区
、
中
央
区
が
四
三
ー
四

-t 

四
％
、
長
田
区
が
三―
―
-
%
、
灘

区
が
二
七
％
と
依
然
厳
し
い
状

況
か
続
い
て
い
る
。

今
後
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
完

全
復
旧
や
か
れ
き
撤
去
な
ど
が

進
む
に
つ
れ
、
本
格
建
築
や
共

同
仮
設
店
舗
の
計
画
が
進
み
、

営
業
再
開
が
増
え
る
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。

全
壊
し
た
長
田
中
央
市
場
、

長
田
・
食
遊
館
、
神
戸
デ
パ
ー

ト
共
栄
会
、
灘
大
石
市
場
で
は
、

仮
設
店
舗
に
よ
る
営
業
を
再
開

本
所
で
は
、
二
月
始
め
か
ら

地
震
災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
た
店
舗
、
事
務
所
、
工
場
な

ど
の
事
業
用
建
物
被
害
の
相
談

窓
口
を
支
部
な
と
に
設
置
し
て

い
る
。相

談
で
は
、
建
物
の
危
険
度

調
査
を
は
じ
め
解
体
処
理
、
建

物
補
強
、
復
旧
、
再
建
に
至
る

ま
で
ト
ー
タ
ル
に
受
け
付
け
て

お
り
、
面
談
相
談
や
現
地
に
出

向
い
て
初
期
的
な
調
査
を
無
料

で
行
っ
て
い
る
。

相
談
員
に
は
、
本
所
建
設
部

会
の
議
員
会
社
や
会
員
企
業
の

建
築
専
門
家
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
当
た
っ
て
お
り
、

一二
月
二
十

五
日
現
在
で
約
亘
―
-
＋
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

相
談
で
は
現
地
調
査
な
ど
で

き
る
限
り
迅
速
な
対
応
を
行
っ

て
お
り
、
個
々
の
事
業
所
の
相

談
だ
け
で
な
く
、

＿―
-
宮
阪
急
前

①
相
手
の
身
分
を
確
か
め
ま
し
ょ

う
。
（
会
社
に
電
話
を
か
け
て

み
る
。
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
メ
モ
し
て
お
く
な
ど
）

②
不
要
な
も
の
は
は
っ
き
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

③
契
約
は
慎
重
に
判
断
し

て
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
サ
イ
ン
は
契
約
書
を
よ
く

読
ん
だ
後
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
契
約
し
た
場
合
で
も
、

で
き
る
だ
け
代
金
は
後
払
い

に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
ご
相
談
・
問
い
合
わ
せ
は

し
て
お
り
、
大
正
筋
商
店
街
・

丸
は
市
場
、
深
江
ジ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
復
興
に

向
け
た
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、

他
の
団
体
で
も
日
を
追

っ
て
同

様
の
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。

本
所
で
も
支
部
を
中
心
に
兵

庫
県
・
神
戸
市
と
と
も
に
、
共

同
仮
設
店
舗
助
成
制
度
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
総
力
を
挙
げ
て

支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
、
各
支
部

ヘ
ご
相
談
下
さ
い
。

商
店
街
振
興
組
合
（
中
央
区
・

ビ
ル
ニ
十
六
棟
）
、
庄
山
咋
店

街
（
長
田
区

・
ニ
十
一
店
舗
）

な
と
団
体
一
括
で
の
相
談
も
多

く
、
本
所
職
員
が
同
行
し
て
現

地
で
の
危
険
度
調
査
な
ど
を
実

施
し
た
。

ま
た
、
建
物
再
建
な
ど
の
賃

貸
借
問
題
で
は
法
律
専
門
相
談

室
が
利
用
さ
れ
、
ま
た
建
設
資

金
な
ど
の
問
題
で
は
融
資
相
談

を
活
用
す
る
相
談
者
も
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
危
険
度
調
査
な

ど
の
相
談
と
と
も
に
、
復
興
へ

の
動
き
が
進
む
な
か
、

ソ
フ
ト

面
の
経
営
支
援
と
連
携
し
、
今

後
は
よ
り
具
体
的
な
ハ
ー
ド
面

で
の
支
援
の
一
っ
と
し
て
の
石

用
を
期
待
し
て
い
る
。
相
談
で

は
共
同
仮
設
店
舗
の
建
設
に
つ

い
て
標
準
的
な
モ
デ
ル
や
価
格

を
設
定
し
、
建
物
解
体
や
再
建

▼
事
業
用
建
物
相
談•
本
所

産
業
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー

(8
3
0
3
.
1
0
0
1
)
、

、

▼
倉
庫

・
兵
庫
県

しさ

倉
庫
協
会

(
6
3

下

3
1
.
1
3
3
9
)
、

こt
 

て

▼
輸
送

・
兵
庫
県

り借

に

し

を

者

意

ト
ラ
ッ
ク
協
会

名

業

注

(
6
8
2
2
.
5

の
な

5
5
6
)
、
▼
水

道
・
下
水
道
修
繕

旧
質

工
事
・
神
戸
市
管

復

悪工
事
業
協
同
組
合

(
6
5
7

5
.
0
9
6
1
)

へ

災

鬱1

曝
れ
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噸

建
物
被
害
相
談
か
ら

再
建
支
援
ま
で

命
~

” 

•
し

,1‘ 
嶋9
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如•..,がら;

噸

地
域
に
愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
作
り
を

神
戸
市
港
湾
局
は
三
月
八
日
、
料
の
一
―10％
減
額
、
平
成
七
年

震
災
以
降
の
神
戸
港
の
港
湾
施
十
月
一
日
か
ら
平
成
八
年
三
月

設
使
用
料
を
減
免
す
る
こ
と
を

――
-
+
―
日
ま
で
は

一
五
％
減
額

決

め

た

。

す

る

と

い

う

。

具
体
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
岸
壁
、
物
揚
場
、
荷
捌
施
設

て
は
、
上
屋
、
埠
頭
用
地
、
起
付
き
岸
壁
に
つ
い
て
は
、
使
用

重
機
、
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
用
コ
ン
可
能
と
な
っ
た
日
か
ら
平
成
八

セ
ン
ト
、
旅
客
乗
降
用
渡
橋
、
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
岸
壁

フ
ェ
リ
ー
用
可
動
橋
、
事
務
室
、
お
よ
ひ
物
揚
場
使
用
料
に
か
か

貯
木
場
、
運
河
な
ど
は
使
用
可
る
優
先
使
用
料
を
免
除
す
る
。

能
と
な

っ
た
日
か
ら
平
成
七
年
ま
た
、
同
期
間
中
は
、
荷
捌
施

九
月
一二
十
日
ま
で
は
通
常
使
用
設
付
き
岸
壁
使
用
料
は
適
用
せ

~

~

,
 

．
．
 

~

9

9

9

,

9999 

に
つ
い
て
も
、
希
望
に
よ
り
信
部

(6
8
4
3
.
2
1
2
1
)
、

頼
の
お
け
る
地
元
施
工
業
者
を
▽
兵
庫
支
部

(6
5
7
7
.
1

紹
介
し
て
い
る
。

1
1
0
)
、
▽
西
神
戸
支
部

相
談
ご
希
望
の
方
は
次
の
各

(6
6
4
1
.
3
1
8
5
)

支
部

・
相
談
所
へ
お
問
い
合
わ

0
月
ー
金
曜
日
の
午
後
一
時

ー

せ

下

さ

い

。

四

時

、

▽

中

央

支

部

（

兵

庫

県

0
月

・
水
・
金
の
各
曜
日
の
午
南
部
地
震
中
小
企
業
総
合
相
談

後
一
時
ー
四
時
、
▽
東
神
戸
支
所
内

6
3
6
0
.
3
1
9
3
)

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
ホ

テ
ル
ゴ

ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
は
、
和
洋

菓
子
の
老
舗
、
神
戸
鳳
月
堂
が
、

ス
ペ
イ
ン
の
名
門
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

の
リ
ッ
ツ
ホ
テ
ル
と
業
務
提
携
し

て
始
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

ホ
テ
ル
も
今
回
の
震
災
で
大
打

撃
を
受
け
た
。

そ
の
朝
、
当
直
の
ナ
イ
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
仮
眠
中
の
ベ
ッ
ド
か
ら

ほ
う
り
出
さ
れ
た
も
の
の
、
す
ぐ

気
を
取
り
直
し
、
他
の
フ
ロ
ン
ト

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
宿
泊
客
の
避

難
誘
導
に
非
常
階
段
を
登
り
降

り
し
、
全
員
無
事
に
安
全
な
場

所
に
案
内
し
た
。
日
頃
の
訓
練

が
本
当
に
役
に
立
っ
た
と
の
こ
と
。

館
内
点
検
を
し
た
と
こ
ろ
、

大
宴
会
場
を
は
じ
め
、
客
室
に

も
、
天
井
に
穴
が
あ
い
た
り
、

壁
に
亀
裂
が
入
っ
た
り
、
ほ
と
ん

ど
の
家
具
や
テ
レ
ビ
が
損
壊
し
た

そ
う
だ
が
幸
い
に
も
本
体
そ
の
も

の
は
耐
震
構
造
で
無
事
て
あ
っ

た
よ
う
だ
。

停
電
は
夕
刻
に
は
復
旧
し
た

も
の
の
軍
話
は
交
換
機
の
倒
壊

で
不
通
に
な
り
公
衆
電
話
が
た

よ
り
だ
っ
た
。
宿
泊
客
や
仲
問

の
安
否
を
気
遣
っ
た
従
業
員
か

徒
歩
や
自
転
車
で
神
戸
大
橋
を

渡
り
ぞ
く
ぞ
く
と
到
着
し
、
復

旧
を
始
め
た
。
不
幸
に
も
全
社

で一
＿一
人
の
社
員
が
自
宅
の
倒
壊

な
ど
で
犠
牲
に
な
っ
た
ほ
か
、
家

犀
を
失
っ
た
社
員
も
多
か
っ
た
が
、

復
旧
に
向
け
て
の
強
い
意
志
で

二
月
二
十
日
よ
り
、
レ
ス
ト
ラ

ン
街
の
一
部
を
仮
営
業
さ
せ
、

一二
月

一
日
か
ら
は
復
興
事
業
閃

係
者
に
客
室
を
提
供
し
、
満
室

状
態
。つ

い
に
、

三
月
十
九
日
か
ら

は
、
ほ
ぼ
平
常
通
り
営
業
を
再

開
。
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
が
運
休
中

で
あ
る
た
め
、

三
宮
ー
ホ
テ
ル
間

に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
二
台
ビ
ス
ト

ン
湮
転
さ
せ
、
初
曰
に
は
婚
礼

も
し
め
や
か
に
挙
行
さ
れ
た
。

「
地
域
に
愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
を
モ
ッ

ト
ー
と
す
る
」
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
、
一
＿＿
月
二
十

一
日
に
は
、
震

港
湾
施
設
使
用
料
を
減

神
戸
市
港

ず
、
埠
頭
用
地
使
用
料
を
適
用

す
る
と
し
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

神
戸
市
港
湾
局
企
画
振
興
課

6
3
2
2
.
5
6
7
1
 

神
戸
港
の
復
旧
状
況
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
（
三
月
二
十
――一日

現
在
）

着
岸
可
能
バ
ー
ス

・
公
共
バ
ー
ス

貨
物
用

全
体
百
二
十
八
バ
ー
ス
中

七
十
四
バ

ー
ス

旅
客
用

全
体
二
十
ニ
バ

ー
ス
中
十

――
―
バ
ー
ス

・
公
社
バ
ー
ス

貨
物
用

全
体
――
-
+
-――
パ
ー
ス
中
十

九
ハ

ー
ス

旅
客
用

全
体
三
バ
ー
ス
中
一
バ
ー
ス

の
計
百
七
バ
ー
ス
で
あ
る
。

災
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
の

マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
や
、
大
サ
ー
ビ

ス
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
も
開
催
し
、
大
好
評
を
博

し
た
。「神

戸
犀
月
堂
も
、
も
う
す

ぐ
百
年
（
一
八
九
七
年
創
業
）
。

こ
の
菓
子
で
培
わ
れ
た
伝
統
の
サ
ー

ビ
ス
精
神
と
震
災
で
さ
ら
に
固
め

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
ま
す
ま
す

こ
の
ホ
テ
ル
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
寺
西
保
幸
総
支
配
人

は
力
強
く
語
っ
た
。

神
戸
商
工
だ
よ
り
は
し
ば
ら

く
の
間
休
刊
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

で~ ▼ ~ ~, 

震災後初の婚礼が行われた

神
戸
港
の

復
旧
状
況

-―••ノ

HTT 

市外局酋で選ぶ 新しい割引サービス、

NTTの市外局番選択割引サーピス

選んだ市外局番への通話が一日中割引

市外通話のおトクな方法、聞いてください。

よみがえれKOBE.9カルはれ棒戸っこ．II

フリ→イヤしヽ よくみてお ト ク

函0120-493019

まる。

選んだ市外局番への通話が最大15%※割引。
家族へ、友だちへ、よくかける市外局番をお選ぴ<

ださい。「テレチョイス」 は、月々、定額料のお支

払いで、お選びになった市外局番への市外通話料

金か割引になる初めてのサーヒスです。

2つのサーヒスプランからお選ぴいただけます。

受付時間／午前9時～午後10時（毎日）

サーピスプラン名 サーピスプラン内容

月々100円の定額料のお支払いでお

客さまが選ばれた2つの市外局番への

テレチョイス10 市外通話料金が10％割引

●お選びになった2つの市外局番への市外

通話のご利用が1.000円を超える場合に、
通常の市外通話料よりおトク。

月々 200円の定額料のお支払いでお

客さまが選ばれた5つの市外局番への

テレチョイス15※ 市外通話料金が15％割引

●お選びになった5つの市外局番への市外

通話のご利用がL330円を超える場合に、
通常の市外通話料よりおトク。

表示価格には消費税相当額は含まれておりません。




